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る症例（Combined pulmonary fibrosis and emphysema；CPFE)が存在する。我々
はステロイド未使用の男性 IPF 患者における椎体の骨密度を測定し，骨密度と
臨床指標との関連を検討した。 
【方法】55 例のステロイド未使用男性 IPF 患者と，年齢，body mass index, 喫
煙歴を適合させた 55 例の肺疾患のない喫煙者（喫煙者コントロール），27 例
の若年健常者を研究対象とした。肺野の評価のために施行される胸部 CT を用い
て，胸椎骨密度を測定し比較した。通常骨密度測定に用いられる二重エネルギ






に低下していた(139.9 ± 28.5 mg/mL vs 160.9 ± 39.5 mg/mL, p < 0.01)。15 例（27.2%）
の患者の骨密度が，若年健常者の平均骨密度より 2.5SD 以上低下していた。IPF
患者において，骨密度は，CT デジタル解析で評価した気腫容積（emphysema 
volume; EV），及び気腫容積の全肺野容積における割合（emphysema volume%; 













 また本研究では，胸部 CT を用いて胸椎骨密度を測定した。我々は一部の症例
について，胸部 CT で測定した胸椎骨密度と，DEXA で測定した腰椎及び大腿骨 
頚部骨密度が良い相関を示すことを確認した。DEXA は骨密度測定及び骨粗鬆症













55 例のステロイド未使用男性 IPF 患者と、年齢，body mass index, 喫煙歴を





ていた(p < 0.01)。15 例（27.2%）の患者の骨密度が、若年健常者の平均骨密度
より 2.5SD 以上低下していた。IPF 患者において、骨密度は、定量解析で評価
した気腫容積（emphysema volume; EV）、及び気腫容積の全肺野容積における
割合（emphysema volume%; EV%）と有意な負の相関を認めた（r = −0.28, p = 0.04, 




以上の研究は IPF 患者における気腫の合併と骨密度低下の関係を見出し、IPF の診療
方針に寄与するところが多い。 
  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 28年 2月 1日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
